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呼吸器感染症 におけるBMY-28100の 臨床的検討

坂田哲宣 ・安藤正幸.河 野 修

本田 泉 ・田中不二穂 ・荒木淑郎

熊本大学医学部第一内科*

新規 の非 エステル型のセ フェム系抗生物質であ るBMY-28100を 呼吸器感染症患者5名,気 管支拡

張症2例,中 葉症候群1例,気 管支肺 炎1例,急 性気管支炎1例 に投与 し,そ の臨床効果,細 菌学的

効果,副 作用 について検討 した。

臨床効果 は著効1例,有 効4例 で全例有効以上の極めて優れた成績であ った。細菌学的効果は,起

炎菌 と推定 された2株(Haemophilus influmae,Staphylococcus aureus)の 消失 をみた。

臨床 的副作用 は全 く認めなか ったが,臨 床検査値異常は1例 に軽度認め られた。以上の成績よ り,

BMY-28100は 呼吸器感染症の治療剤 として非常に有用である と考 えられた。
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BMY-28100は,セ フェム核 の3位 にプロペニル基 を

有す る経口のセフ ァロスポ リン剤で ある。本剤 は酸に安

定で,従 来の経口抗 生物 質に比べ経 口吸収性が良好で,

血清中の安定性が認 め られている。本剤の抗菌スペ ク ト

ルは,グ ラム陽性 菌,肺 炎桿菌 を含 むグラム陰性 菌,嫌

気性 菌などに抗菌スペ ク トルを有 し,な かで も肺 炎球菌

や黄色 ブ ドウ球菌に優 れた抗菌力 を示す ことが知 られて

い る1)。 そ こで,今 回 我々 は 呼吸 器 感 染 症 の患 者 に

BMY-28100を 投与 し,本 剤の臨床効果,副 作用,細 菌

学的効果 および有用性 を検討 したので報告する。

I.対 象および方法

対象症例 は熊本大学第一内科 を受診 した外来患者5名

で,男 性1名,女 性4名 で あ り,年 齢分布 は20歳 か ら

79歳(平 均 年齢58.6歳)で あ った。疾患 内訳 は気管 支拡

張症2例,中 葉症候群1例,気 管支肺 炎1例,急 性気管

支 炎1例 であ った。 これ らの重症 度は軽症1例,中 等症

4例 であ り,基 礎疾患 として症例3は 気管支喘息,症 例

4は 慢性 副鼻腔炎 を有 していた。投 与量は,1日750～

1500mgを 中等 症の4例 には朝,昼,夕 の3回,軽 症の

1例 には朝,夕 の2回 に分けて投与 した。投与期 間は7

日か ら14日 であ った。

臨床効果の判定 は,自 覚症状,他 覚所 見が7日 以内 に

著明 に改 善 した もの を著効 とし,7日 過 ぎて14日 まで

に改善をみた もの を有効,軽 度の改善 をみた ものをやや

有効,不 変 および悪化 した もの を無効 とした。

細 菌学 的効果 は,投 与前,7日 後,投 与終了後に喀疲

培 養 を行 い,投 与前 に検出 された起炎菌の消長お よひ菌

交代 をみた。

副作 用の有無 は自覚症状お よび他覚所見 より判定 し,

更に本剤投与前後に臨床検査値の異常 をみたものは,そ

の後の追跡調査 を行 った。

n.成 績

呼吸器感染症5例 における臨床効果および細菌学的効

果 をTable1に 示 した。臨床 効果は,著 効1例,有 効4

例で全例 有効以 上の極めて優れた成績 であった。

疾患 別臨床効果 は,急 性気管支炎1例 は著効,気 管支

拡張症2例,中 葉症候群1例,気 管支肺炎1例 は有効で

あ った。

細菌学 的効果 は,起 炎菌 と推定 される細菌が喀疲より

分離 された症例 は1例 で,Haemophilus influenm106,

Staphylococcus aums104が 共に分離され,本 剤使用によ

りこれ らは全て消失 した。

副作用は,全 くみられなか ったが,臨 床検査値異常が

1例 に,GOT42,GPT44と 軽度み られたが投与終了に

よ り正常 化 した(Table2)。

症例 を提 示する。

症例1:気 管支拡張症があ り数年来,慢 性の咳噺,喀

疲 が冬期 に強 くみ られて いた。今回 も発熱(37℃ 台),

咳噺,喀 疲(1日50m1以 上),労 作時呼吸困難の増強を

みたためonoxacin3T/dayの 投与 を行ったが症状の改善

に乏 しく,本 剤の投与 を行 った ところ投与5日 目より咳

嗽,喀 疲量の減少 と発熱がみ られな くな り有効と判定し

た。

症例2:4～5年 前よ り咳嗽,喀 疲があり,2～3ケ

月前 より労作時呼吸困難をみ る気管支拡張症の感染症例

であ る。膿性疲1日50ml以 上,呼 吸困難の増強があり,

本剤 を投 与 した ところ自覚症状 の改善,7日 以降より

CRPの 正常化,WBCの 減少(7600→5700),血 沈の改善
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を認めたので有効 と判定 した。

症例3:基 礎疾患 に気管支喘息 があ り,胸 部X-P上 中

葉に線状陰影 と含気減少 を認め,咳 噺,喀 疲の増強 をみ

たため中葉症候群の感染症 と診断 し,本 剤の投与 を行 っ

た。投与7日 目には喀疲 はほ とんどみ られな くな り,

WBCの 正常化(11400→5000),CRPの 正常 化 を認 めた

ため,起 炎菌は不明であったが有効 と判定 した。

症例4:基 礎疾患に両側鼻茸 を伴 う副鼻腔炎があ り,

咳嗽,喀 疲,発 熱 の増 強,胸 部X-P上 右 下葉Slに 肺炎

像 を認める気管支肺 炎症例 である。本剤投与翌 日よ り発

熱がみ られな くな り,3日 目よ り咳噺,喀 疾の減少,7

日目よ り胸部X-P所 見の改善,CRPの 正常化 がみ られ,

自覚症状 のほぼ消失 を認めたため有効 と判定 した。臨床

検 査値の軽度の異常(GOT42,GPT44)が 本剤投与14日

後 に認 められたが,投 与終了後の追跡 調査 では正常化 し

た。

Table 1. Clinical summary of cases treated with BMY-28100

ND: notdone

Table 2. Laboratory findings before and after treatment with BMY-28100

B: before

A: after
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症例5:基 礎 疾患 はな く,本 剤投与5日 前 よ り咳噺,

喀疲 があ り咽頭発赤 も認める急性気管支炎症例であ る。

本剤投 与 を開始 した ところ,3日 目よ り膿性疲 は粘性 と

な り,翌 日には咳噺,喀 疲 は消失 した。投与前の喀疲検

査で はH.inflmuaeとS.aureusが 分離 されたが,本 剤投

与に より消失 を認めた。以上 よ り著効 と判定 した。

III.考 察

今回,我 々は新規 の非エ ステル型のセ フェム系抗 生物

質で あるBMY-28100の 臨床 的検討 を行 い極 めて優 れた

成績 を得 た。BMY-28100は,従 来のセ フェム系 の抗 生

物質に比べて酸 に安定 で,経 口吸収性が良好で高い血中

濃度 と血清中の安定性 を もっていることが,今 回の優 れ

た成績 に反映 してい るもの と考 えられる1)。対 象 とな っ

た呼吸器感染症 の うち4例 が漫性気道感染症であ り,特

に症例1で はニ ューキ ノロ ン系抗菌剤投与無効例に も自

覚症状の改善をみた ことは,本 剤の呼吸器感染症におけ

る有用性 が従来のセ フェム系抗生物質よ り,よ り広いこ

とが示唆 された。

また,本 剤 の抗菌 スペ ク トルは,グ ラム陽性菌,陰 性

菌な らびに嫌気性菌 にあ り,な かで も肺炎球菌や黄色ブ

ドウ球菌に優 れた抗菌力があ り,黄 色 ブ ドウ球菌が喀疾

よ り分離 された症例5に おいて,本 剤投与により速やか

な症状の消失 をみたことはその特徴を表 していると考え

られた。

副作用 として,症 例4に 臨床検査上,軽 度の異常がみ

られたが,投 与終了後 には正常化 したことより,安全性

には特 に問題 ないと考 えられた。
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BMY-28100 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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BMY-28100, a newly developed oral cephem antibiotic, was administered to 5 patients with respiratory tract infection

(bronchiectasis 2, middle lobe syndrome 1, bronchopneumonia 1, acute bronchitis 1) to evaluate its clinical efficacy.

Clinical response was excellent in 1 and good in 4 cases. Bacteriologically, 2 strains of the causative organisms

(Haemophilus influenzae, Staphylococcus aureus) were eradicated. No clinical side-effects were observed. In laboratory

findings, slight abnormality (GOT 42, GPT 44) was observed in only one case, but after a few days this normalized.

These results suggest that BMY-28100 is very useful for the treatment of respiratory tract infections.


